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aは定数とする．関数 f(x) = x2－ 2ax− a2 + 2aについて，次の問いに答えよ．

(1) 放物線 y = f(x)の頂点の座標を aで表せ．

(2) 2次関数 y = f(x)のグラフと y軸との交点の座標を aで表せ．

(3) 2次関数 y = f(x)のグラフと x軸が共有点をもつような aの値の範囲を求めよ．

(4) 方程式 f(x) = 0が実数解をもつとき，すべての解が 0 ≦ x ≦ 2となるような a

の値の範囲を求めよ．
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【答】

(1)
(
a, − 2a2 + 2a

)
(2)

(
0, − a2 + 2a

)
(3) a ≦ 0 または 1 ≦ a

(4) a = 0 または 1 ≦ a ≦ −1 +
√
5

【解答】

(1) f(x) = x2 − 2ax− a2 + 2a

= (x− a)2 − 2a2 + 2a

であるから，頂点の座標は(
a, − 2a2 + 2a

)
……（答）

(2) f(0) = −a2 + 2a であるから，y 軸との交点の座標は(
0, − a2 + 2a

)
……（答）

(3) 2次関数 y = f(x)のグラフは下に凸であり，このグラフと x軸が共有点をもつ条件は，頂
点の y 座標が負となることである．

− 2a2 + 2a ≦ 0

a(a− 1) ≧ 0

∴ a ≦ 0 または 1 ≦ a …… 1⃝ ……（答）

(4) 方程式 f(x) = 0 が実数解をもつとき，すべての解が 0 ≦ x ≦ 2 となる条件は
実数解をもつ： 1⃝
軸の位置：0 ≦ a ≦ 2 …… 2⃝
端点の符号 : f(0) ≧ 0 かつ f(2) ≧ 0

ここで

f(0) ≧ 0 ⇐⇒ −a2 + 2a ≧ 0

∴ 0 ≦ a ≦ 2 …… 3⃝

f(2) ≧ 0 ⇐⇒ − a2 − 2a+ 4 ≧ 0

∴ −1−
√
5 ≦ a ≦ −1 +

√
5 …… 4⃝

1⃝～ 4⃝ の共通範囲を求めて

a = 0 または 1 ≦ a ≦ −1 +
√
5 ……（答）


